	日韓市民でつくる日韓会談文書・全面公開を求める会


不開示部分の違法性が争点！
国（外務省）は、不開示理由を明快にしたか？
二次訴訟　第３回口頭弁論
11月25日(火)16:00～
東京地方裁判所522号法廷（霞ヶ関駅A1出口）

報告集会16:30～17:30
弁護士会館 10Ｆ　1007号室（霞ヶ関駅B1a出口）
報告集会では弁護団から、被告国（外務省）側の答弁内容について説明いたします。

　
第１回口頭弁論(７月１日)、裁判長は、被告国（外務省）側に対して、不開示・部分開示の理由が一般的過ぎるので、それぞれの不開示・部分開示箇所にどのような内容が書かれているのか、それを不開示とした具体的理由を、第２回口頭弁論（9月9日）までに提出するように要請しました。

第２回口頭弁論で、冒頭、裁判長は、国（外務省）側の提出した準備書面(1)に対して、例えば賠償交渉の踏み込んだ内容と書いてあるけれども、これでは不開示にする相当の理由だったと判断することができない。どういう情報なのかということを、次回までにもう少し明快にしてもらいたいと、国（外務省）側に再度要請しました。
報告集会では弁護団から、被告国（外務省）側の答弁内容について説明いたします。

　　「文書請求から今日までの流れ」はここ






